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山形県の主な取組紹介
【県管理区間】
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１ 県管理河川におけるホットラインの実施
２ 可搬式排水ポンプの配備
３ 雨量・水位等の情報発信
４ 浸水想定区域図の空白域の解消
５ 水害に関する防災教育の推進
６ 土砂災害防止に関する取り組み
７ 山形県土砂災害警戒システムの概要
８ 土砂災害警戒情報 発表基準の変更
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１ 県管理河川におけるホットラインの実施

山形県のホットライン

各管内のホットライン実施回数（過去５年間）

• Ｈ29年４月より県管理河川70河川（洪水予報河川６河川、水位周知河川64河川）においてホットラインを開始

東南村山 西村山 北村山 最 上 東南置賜 西置賜 庄 内 計
R01 3 0 2 1 8 0 18 32
R02 9 4 1 7 6 3 39 69
R03 0 0 0 3 0 0 8 11
R04 0 0 0 5 6 11 22 44
R05 ２ 0 1 1 0 0 1 5
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２ 可搬式排水ポンプの配備 ①
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• R2年から可搬式排水ポンプを県内７公所（９台）に配備し、機動的に浸水被害軽減対策を図る
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２ 可搬式排水ポンプの配備 ②
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■ 要請者（市町村）との費用負担区分 ■ 応援要請の手続き
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２ 可搬式排水ポンプの配備 ③

排 水 5

• 出水期に備え、可搬式排水ポンプの操作訓練を実施

■ 令和５年度実施内容
実施日：令和５年６月８日
場 所：升形川（新庄市升形地内）
参加者：各総合支庁河川砂防課職員及び河川維持修繕業務受託者

管内市町村職員

ポンプ・ホース設置状況

ポンプ操作状況排水状況
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３ 雨量・水位等の情報発信 ①
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■ 山形県河川・砂防情報システム



• 出水時にリアリティーのある洪水状況を画像として住民と
共有し、適切な避難判断を促すため、新たに簡易型河川
監視カメラ※91基を令和元年度に設置（R6.3現在96基）

• 最新の画像を河川情報センターが運営する「川の防災情
報」のホームページで公開開始 （令和2年4月1日運用開始）

※ 機能を限定することにより 低コスト化を図ったもので、一定間隔
で静止画像を撮影し、LTE回線などの無線通信で伝送するもの

凡例

● 簡易型河川監視
カメラ 9６基

● 従来型監視
カメラ 5基

▲ 試験画像（左：昼間 右：夜間）

総合支庁
設置台数

簡易型河川
監視カメラ

従来型監視
カメラ

村山
本庁舎 １６基 ４基
西庁舎 ２基
北庁舎 １５基

最上 １１基 １基

置賜
本庁舎 １５基
西庁舎 ６基

庄内 ３１基
合計 ９６基 ５基設置した簡易型

河川監視カメラ

監視カメラ設置状況（R6年3月現在）

３ 雨量・水位等の情報発信 ②
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■ 簡易型河川監視カメラの設置 ！カメラの詳細な位置情報については「山形県水防計画」に掲載



■目的
洪水時の水位観測に特化した低コスト型水位計を広く設置
し、これまで水位計が無かった河川や細やかな水位把握が必
要な河川等における水位観測網の充実を図り、住民の避難
行動や自治体の避難勧告等の判断基準等に資する。
■主な経緯
・H30.11月の「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊
急対策」に基づき、簡易型河川監視カメラの設置が全国的
に推進

・本県ではH30年度に85基を設置、H31.4月より運用開始
■設置箇所選定の考え方
・既存水位計の受け持ち区間が長く、補完が必要な河川
・役場等の重要施設が近接
・DID地区（市街地）等を貫流
・直轄の背水対策に課題のある河川 など

総合支庁
設置台数

危機管理型
水位計

従来型
水位計

村山
本庁舎 １7基 ２０基
西庁舎 ７基 ３基

北庁舎 ４基 １５基

最上 １８基 １２基

置賜
本庁舎 ９基 １５基
西庁舎 ９基 ４基

庄内 ２4基 ３１基

合計 ８８基 １００基

水位計設置台数（R6年3月現在）

３ 雨量・水位等の情報発信 ③

8現地設置状況（上）・公開画面（下）▶
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■ 危機管理型水位計の設置
！水位計の詳細な位置情報については「山形県水防計画」に掲載



黒川（川西町） 萩生川（飯豊町） 小白川（飯豊町） 荒川（小国町）

■ 令和４年８月豪雨の被害を踏まえ、置賜地域において洪水時の河川状況の把握や水害リスクの周知等を
目的として、危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラを設置
➣ 危機管理型水位計 ：黒川（川西町黒川）、萩生川（飯豊町萩生）、小白川（飯豊町小白川）… R4.9.30運用開始
➣ 簡易型河川監視カメラ：荒川（小国町越中里）、荒川（小国町若山） … R5.1.4運用開始

萩生川（飯豊町萩生）、小白川（飯豊町小白川） … R5.1.27運用開始

被災状況

水位計設置状況

被災状況

水位計設置状況

カメラ画像

被災状況

水位計設置状況

カメラ画像

被災状況

カメラ画像カメラ画像

３ 雨量・水位等の情報発信 ④
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• 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラは洪水時の状況を考慮し増設



４ 浸水想定区域図の空白域の解消
• 近年、中小河川等の水害リスク情報の提供を行っていない水害リスク情報の空白域で多くの浸水被害が発生。
• 水害リスク情報の空白域を解消するため、R3水防法を改正し、浸水想定区域図及びハザードマップの作成・公表の対象を

全ての一級・二級河川に拡大。
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■ 水防法改正による指定対象の拡大

■ 指定のスケジュール

山形県
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５ 防災教育の推進 山形県

• 水害について学び、日ごろの備えに繋げるため、「出前講座」を実施

■ 令和５年度実施 山形大学付属特別支援学校

浸水（水の重さ）体験

座学洪水ハザードマップ学習

ビデオ上映&クイズ学習
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６ 土砂災害防止に関する取り組み（ソフト対策①）
施設の警戒避難体制づくり

体制強化の実施サイクル

施設管理者との打合せ

避難訓練の実施状況

要配慮者利用施設の警戒避難体制の充実を目的として、施
設管理者だけでは対応が難しい事項（訓練や避難確保計画
の作成など）について、市町村防災部局などとも連携しながら
支援を行っている。

施設名 場所 参加人数
山形市立滝山小学校 山形市小立 約800名
寒河江市立白岩小学校 寒河江市白岩 約100名
南陽市立荻小学校 南陽市荻 約30名

令和５年度 訓練支援実施施設

※上記の他、県内1施設の訓練支援を実施
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６ 土砂災害防止に関する取り組み（ソフト対策②）

イベントでの防災啓発出前授業による防災教育

日本一の芋煮会フェスティバル

お天気フェア やまがた2019

教材学習

模型実験

施設見学

避難訓練

土砂災害に関する意識啓発と迅速な避難行動を促すため、芋
煮会フェスティバルなどイベント時にブース開設や模型による実演
など啓発活動のほか、小・中学校などにも訪問し出前授業を実
施している。

令和５年度 出前授業実施施設土砂災害に対する防災啓発
施設名 場所 参加人数

山形市立滝山小学校 山形市小立 約800名
村山市立富本小学校 村山市湯野沢 約110名
長井市立西根小学校 長井市草岡 約30名

※上記の他、県内4施設の出前授業を実施（計:7施設、参加人数:約1,100名）
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７ 山形県土砂災害警戒システムの概要

■概要
山形県では、『土砂災害警戒システム』を運用しています。
このシステムでは、土砂災害の発生リスクをリアルタイムに分かりやすく発

信し、人命保護や被害最小化などに資する災害対応（避難行動）を
促します。
■期待される効果
①市町村に対し、避難情報等の適切な発令につながる判断を支援。
②地域住民に対して、平時から土砂災害の防災啓発、緊急時も適切

な災害対応（早めの避難行動など）の促進。

▲ システム機能▲ システムによる効果、目的▲ システムトップ画面
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■土砂災害警戒情報
大雨警報（土砂災害）の発表後、降雨により土

砂災害の危険性が高まった時に市町村長の避難指
示等の発令判断や住民の自主避難の判断等を支
援するため、山形県と山形地方気象台が共同で発
表している防災情報です。
山形県では平成18年9月から運用し、平成28年

3月に基準見直しを行っています。
この度、土砂災害事例や降雨データが蓄積された

ことから基準見直しを行い、より高解像度・高精度な
基準を設定しました。
■土砂災害発生危険基準線(CL：
CriticalLine)
土砂災害警戒情報の発表基準(CL)は、「この基

準を超えると、過去の重大な土砂災害の発生時に
匹敵する極めて危険な状況となり、この段階では命
に危険が及ぶような土砂災害がすでに発生していて
もおかしくない」という基準になります。

5kmメッシュ

1kmメッシュ

■高解像度化
CLは、地図上で1km四方の領域（メッシュ）毎に設定した基準により判定しています。現行

の5kmメッシュ毎から1kmメッシュ毎に変更し、高解像度な基準を設定しました。

【現行】
5kmメッシュ(経度3.75分、緯度3分間

隔)内の1kmメッシュは全て同じ基準
【見直し】
1kmメッシュ(経度45秒、緯度30秒

間隔)毎に異なる基準を設定し、高解像
度化

災害が発生したメッシュの例 災害が発生していないメッシュの例

■高精度化
蓄積された災害・降雨データから高精度な基準を設定しました。

災害が発生したメッシュで
は、災害の見逃しがないよ
うにCLを設定

災害が発生していないメッ
シュでは、空振りが少なくな
るようにCLを設定

■災害データ・降雨データ
近年の状況に合わせ、平成18年～令
和4年の土砂災害・降雨データを用いて
検討しました。

■除外メッシュの留意事項
除外メッシュに設定された場合、大雨警報（土砂災害）【警戒レベル３】以上の判定の
対象から除外されるため、キキクルでは赤～黒色の判定が出現しないことに留意が必要です。

■除外メッシュの設定
自然的、社会的条件等の観点から勘案して、土

砂災害の危険性が認められないメッシュについては、
除外メッシュとして、1kmメッシュ単位でCL適用地
域から除外しました。

キキクル（土砂災害）
(令和4年8月4日 3:00)

山形県土砂災害警戒システム
（令和4年6月28日 18:00）

警戒レベル2相当（黄色）
までしか表示されない。 除外メッシュをグレーで表示

現 行： 831メッシュ
見直し：3,879メッシュ

(県全体：9,312メッシュ)

地質特性等の素因条件には、
土砂災害発生確率マップを活
用しました(左図)。
区分0：
指定なし
区分1：
地形・地質の素因を有し、土
砂災害に留意が必要なエリア
区分2：
降雨による土砂災害が発生し
た場合、被害が生じる可能性
が高いエリア
区分3：
深層崩壊等の大規模崩壊の
発生確率の高いエリア

出典：国土技術政策総合研究所資料 第1120号 令和2年6月
「地形・地質に関する主題図を用いた全国における土砂災害発生リ
スク推定法に関する考察」松田昌之・中谷洋明

土石流（飯豊町）
(令和４年８月)

がけ崩れ（舟形町）
(平成30年８月)

発表基準の精度が向上するため、土砂災害警戒情報が発表された場合には、これまで
以上に、市町村長が発令する避難指示などの情報に留意する必要があります。

CL

スネークライン

実況

2時間
後予測

1時間
後予測

2時間先までにCL超過
→危険【警戒レベル4相当】
→自治体からの「警戒レベル
４避難指示」の発令に留意
安全な場所へ避難

■CLの設定方法
災害が発生したメッシュでは、災害を捕捉

するように基準を設定しました。それ以外の
メッシュでは、地形・地質特性や降雨の発
生頻度に基づいて基準を設定しました。

現行 見直し

灰色：除外メッシュ
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8 土砂災害警戒情報 発表基準の変更（令和6年5月23日~） 山形県


